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研究成果の概要（和文）：老人の糖尿病は増加し、自己注射(自己注)が不可能な症例は増加し、介護者によるインスリ
ン注射（非自己注）が増加している。介護者と患者双方に安全で使用しやすい注射器材を求め、高速度カメラによる注
射動作の撮影から行動分析をおこない、注射器材のユーザビリティ(使いやすさなど)の評価と改良視点を明らかにした
。医療現場での評価から機能性が劣るとしても感染防御が優先されることを示した。また、介護者による安定した非自
己注の際に、太いインスリン注入器（デバイス）が優位性をもつことを明らかにした。エピネットの分析等から明確な
リキャップ手順で針刺し損傷を防止する針の外し器を試作し、その有効性を報告した。

研究成果の概要（英文）：Elderly diabetes patients are increase. Many of them can not inject insulin by the
mselves, and cases of insulin injections by caregivers increase. For caregivers and patients, we searched 
safe and easy-to-use insulin injectors. We evaluated injection equipments usability evaluation and predict
ed improvements using a high speed camera and hearing medical staff. The important thing at caregiver's in
jection is that medical defense against infection was clearly a priority than functional evaluation. And a
dvantage of thick insulin device especially at when caregivers inject insulin to patients stability was re
vealed. Finally to prevent needle stick injury, we made a prototype  to remove needles from insulin device
 safely and presented its effectiveness.
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1 研究当初の背景 

糖尿病患者は増加している。老人の糖尿病

罹患率の上昇もみられる。100 万人を超える

患者がインスリン治療を受けていると推定

される。患者の老齢化、また新規の老人のイ

ンスリンを必要な患者の増加を考えれば、患

者本人による自己注射(自己注)が不可能な症

例は増加し、これにより患者家族や訪問看護

師が患者にインスリン注射（非自己注）をす

る機会が増加している。自己注であれば針刺

しによる感染症伝播の問題もなく、かつ自己

注を前提に考えたインスリン自己注射器材

のひとつであるペン型インスリン注入器（イ

ンスリンデバイス）は、かなりの完成度のも

のであるが、非自己注には必ずしもユーザビ

リティが高いとはいえない。デバイスの持ち

方が変わるため使い勝手が悪くなることが

報告されている。非自己注でのインスリン注

射器材の安全性の評価や使いやすさの評価

が必要であることは明らかであり、さらに進

む老齢化社会、訪問診療、訪問看護、老老介

護でのインスリン療法による糖尿病管理に

必須の検討である。 

 

2 研究の目的 

 本研究では非自己注射での各種デバイス

の使用による介護者の肉体的負荷を客観的

に評価し、その上で、老齢化社会におけるイ

ンスリン注射すなわち介護者と患者双方に

安全で使用しやすいインスリンデバイスを

はじめとする自己注射器材の開発にかかわ

る学術的知見を整理、検討するものである。

実際の使用場面における製品の人間工学的

評価、針刺し災害のデータ分析の知見から、

器材評価の道筋を確立し、研究を実施する。

実際の検討では、現在流通している数種類の

インスリンデバイスなどの自己注射器材を

用いて、非自己注と自己注それぞれの模擬注

射をおこない、高速度カメラによる注射動作

の撮影から人間工学的手法よる行動分析を

おこない、インスリンデバイスや注射針など

の自己注射器材のユーザビリティ評価と改

良視点を客観的に明らかにして、かつ有効な

補助具等の試作、さらには臨床での使用感な

どの評価をおこなうものである。 

 

3 研究の方法 

(1) エピネット日本版全国サーベイ）におけ

るインスリン注射器関連の針刺しデータ

から、全国で実際に発生しているインス

リン関連注射器による針刺しの要因分析

の結果での評価をおこなった。 

 

(2) 高速度カメラによる録画を開始し人間工

学的評価視点から、インスリン注射にか

かわる血糖測定、注射手技等々の作業手

順分析、肘や手の関節の移動距離、移動

速度、加速度等について評価、さらには

使用者への質問紙による調査を実施して

評価を行った。 

 

(3) 評価をもとに適正なインスリン注射の補

助具の作成、評価を行った。 

 

(4) エピネットの分析および高速度カメラの

評価、さら家庭での針刺し損傷の報告か

ら非自己注で問題となる針刺し損傷防止

のための機器の施策および評価をおこな

った。 

 

4 研究成果 

(1) 市販されている注射機器の評価 

  非自己注でのインスリン注射手技を高

速度カメラの分析で不自然な身体的負担

は明らかであった。針刺し損傷防止機能を

持つ針刺し損傷防止の現時点での唯一の

安全機器であるオートシールド針を使用

するとそれ以上に負担の増加が見られた。

そこで医師および看護師による模擬注射

をおこない安全性、機能性等の評価を質問



紙法でおこなった。結果は機能性が劣ると

しても医療の現場では感染防御等の評価

が優先される結果となり、安全機器の使用

が最優先されることが明確となった。非自

己注での針刺し損傷の防止の必要性につ

いても明らかにした（24 年度日本内科学会

発表、Diabtes Sci Technol 誌）。さらに万

能試験機をもちいて 2種類のペン型インス

リンデバイスと 4種類の針の組み合わせで

の肉体的負荷状況を把握し注入抵抗など

を評価した（24 年度日本医療機器学会）。  

 

(2) インスリンデバイス補助具と新規デバイ

スの評価 

高速度カメラの評価と、従来のインスリ

ンデバイス（フレックスペン）の自己注と

非自己注での使用感の相違の結果から、ユ

ーザビリティの向上を予測して作成した

補助具を装着したフレックスペンと新規

に使われ始めたフレックスタッチの臨床

的な評価を行い、特に非自己注での太いイ

ンスリンデバイスの有効性を明らかにし

た（24 年度日本老年医学会）。 

 

(3)  針刺し防止用針が使用できない時のた

めの対策 

針刺し防止針などが使えない場合、非自

己注は危険なものとなる。エピネットの分

析でも明確なように、針刺し損傷の一番の

原因となり針のリキャップ手順で損傷が

起こらないようにする安全なインスリン

針の外し器を試作し、実用新案とした。そ

の上で患者および医療関係者によるユー

ザビリティの評価をおこない好評を得た

（26 年度日本内科学会、日本糖尿病学会）。 
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